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次代の担い手

就農のきっかけ
就農前は企業に勤めながら、祖母の畑仕事を手伝
っていました。手伝っているうちに本格的に農業
をやりたいと考えるようになり、30歳で就農しま
した。一年でさまざまな品目をローテーションし
ながら栽培しています。

やりがいに感じること
ＪＡ産直のイベントで店頭販売を行った時に、お
客さまが「おいしくていつも買っているよ」と声
をかけてくれたことがうれしかったです。農業は
天候によって作業が左右されることが多く大変で
すが、このような反響がやりがいにつながってい
ます。

今後の目標
作付面積を広げ、主にタマネギの出荷量を増やし
たいです。また、今年は初めてスイートコーンの
栽培にも挑戦しようと考えています。ＪＡ産直の
強みである安全・安心で新鮮な野菜をたくさん届
けられるように、日々励んでいきたいです。

新たに挑戦するスイートコーン
の栽培に向けて、土づくりをし
ます。

 むら まつ てつ や

●栽培作物：規模
露地野菜（タマネギ、ナスなど）：約１ヘクタール

村松哲也 さん
安城市藤井町（39歳）

出荷する産直店舗で、お客さまや職員の方と
お話しする時間が日々の楽しみです。今後も
コミュニケーションを大切にしながら、もっ
とおいしい農産物を作っていきたいです！

出荷する産直店舗で、お客さまや職員の方と
お話しする時間が日々の楽しみです。今後も
コミュニケーションを大切にしながら、もっ
とおいしい農産物を作っていきたいです！

夏に収穫を迎えるナスを
定植します。
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皆さまの“いいね!”と登録をお待ちしています
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特集
６月は食育月間
JAあいち中央の
  “食農教育”活動をのぞいてみよう！

Aichi Chuoh Tsushin

ア
ク
ト

村松さんは主にタマネギやナスを、ファーマーズ
マーケットでんまぁと安城中部を中心に８つの産
直店舗に出荷しています。自作のシールを貼って
いますので、ぜひ見つけてみてください！

タマネギの生育を確かめる村松さん 生産者の紹介はこちら
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一緒に
のぞいてみよう！

「食育」とは、人が生きる上で健全な食生
活を送るために、食に関する知識や食への
興味・関心・バランスの良い食を選択する
力などを育むことです。これは子どもから
大人まで幅広い年代が取り組むべきことだ
と言われています。

なぜ
６月が食育月間なの？

2005年６月に食育基本法が公布された
こと、また学校生活や社会生活での節目
に当たらず、生活が落ち着く頃で、設定
されたと言われています。

JAあいち中央の
食農教育とは？

子どもから大人まで
幅広い年代の方々が、
さまざまな食農教育に
　　　参加しています！

「食農教育」とは、「食育」に加え、
地域の方々に食と農の大切さを伝え
るために行っている取り組みです。
普段の生活で農業に関わることが少
なくなっている中、自分で実際に農
作業を体験し、食への興味や感謝の
気持ちを育んでいます。

食農教育に欠かせない
碧海そだちとは
ＪＡあいち中央管内（碧南市・刈谷市・安城市・高浜市・知立市の碧海
地域）で栽培・収穫され、ＪＡを通じて販売される農産物の総称です。
地元で育った新鮮で安全・安心な農産物であることを知ってもらい、地
域の方々に「好き」になってもらえるような活動も
含まれています。

そもそも
食育ってなに？

Q

Q

Q

JAあいち中央の
“食農教育”活動を
のぞいてみよう！

6月は食育月間

６月は国が定めた食育月間です。食育と聞くと子どもの食への理解を育
むことというイメージがありますが、大人を含め、みんなで取り組んで
いきたいものです。
今回はその食育の一環として、ＪＡあいち中央が行っている“食農教育”
活動を皆さまにお伝えします！
私たちの体のもととなる大切な食と、地域の農業に興味を
もってもらうために、さまざまなことに取り組んでいます。
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温度調整された倉庫で
お米の品質を落とさな
いように貯蔵している
ことを学びました。

JAあいち中央の
「食農教育」をご紹介！でんまるしぇを見学して、はたけのカフェのスイーツを試食しました。

稲穂から白米までの変化を学びました。

サツマイモのつるさしを体験しました。

バケツで稲つくりを体験しました。

ふれあい田んぼアート農業や農産物と触れ合い、地元農産物をより好きになってもら
えるようにと、農業体験セットを販売しました。碧南市特産の
ブランドニンジン「へきなん美人」の収穫から調理まで講師の
説明を聞きながら、楽しく体験する姿が見られました。

碧海そだち～オンラインショップ～
で農業体験セットを販売

当ＪＡの准組合員を対象に、「知って、見て、
体験して、好きになる」をコンセプトに年２回
開きました。昨年度は、オープン前のでんまる
しぇや、普段は入ることのできない総合セン
ターの見学を行いました。ＪＡをより身近に感
じてもらえる機会となりました。

碧海そだち！
農家を応援するイベント
『ふれあい見学会』

子どもたちが食と農について考え、身近に感
じてもらえるように、親子で楽しく学んでも
らう体験です。年３回のカリキュラムを組み、
毎年開いています。

親子農業体験スクール
あおみっ子

食と農、地域のつながりを感じてほしいという思いから、
各支店でさまざまな活動が行われています。

各支店で
食農教育活動を開催

コツを聞きながらニンジンを収穫しました。

収穫したニンジンを使って
調理をしました。

鎌で稲を刈り取りました。

高所作業車に乗って鑑賞をしました。

ブロックごとに分かれて田植えをしました。

夏野菜を使った料理を作りました。

ナスを収穫しました。

安城市の生産者や市、ＪＡあいち中央などで構成する、
ふれあい田んぼアート実行委員会により、2007年から始
まりました。農業の大切さを知ってもらいたいと、地域
の方々の参加も募り、毎年違ったデザインが描かれます。
田植え、収穫を体験し、稲作の流れを知ってもらうとと
もに、植えた稲が育ち、浮かび上がってくる絵柄の鑑賞
も楽しんでもらっています。
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地元の「農業」や「農産物」を“好き”になってもらうため
に取り組んできた「碧海そだち」が５周年を迎えました！
これからも地域の皆さまに「碧海そだち」の魅力を知って、
もっと「好き」になってもらうために、ＪＡあいち中央は、
碧海地域の農業や農産物の魅力、食と農の大切さをお伝え
していきます！

「食べる」好き

「碧海そだち」で育む５つの「好き」

レシピの紹介や試食などの提供を通じて、
地元農産物のおいしい食べ方を

提案しています！

「育てる」好き
生産者との交流や親子農業体験などを企画し、

農産物を育てる喜び、
難しさを体験する機会を提供しています！「選ぶ」好き

「飾る」好き

「学ぶ」好き

その時期ならではの出会いがある農産物を、
産直店舗や

「碧海そだち～オンラインショップ～」など
多様な販売方法を通じて

選ぶ楽しみを提供しています！

親子農業体験やＪＡの施設見学などを通して、
農業について学ぶ機会を提供しています！

即売会や
フラワーアレンジメントの体験教室などを企画し、

多種多様な花き・観葉植物を楽しめる
機会を提供しています！

「碧海そだち～オンラインショップ～」は
魅力溢れる商品が盛りだくさん！

これからも新鮮で安全・安心な地元農産物をお届けします。皆さまからのご注文を心よりお待ちしています！

地元農産物の直接販売を拡大し、農業振興と農業者所得の増大を進めるために開設した
「碧海そだち～オンラインショップ～」も、おかげさまで５周年を迎えることができました。

遠方の方への
贈り物にもぴったり！

地元農産物が24時間、
いつでもどこでも
買えちゃう！

旬の農産物の収穫や
料理が体験できる
チケットの販売も！

産直オリジナルの
加工品

旬の
野菜・果物

農業体験
セット

地元で採れた
お米

碧海の
花

※販売中の商品や商品の詳細については、販売サイトをご確認ください。

旬
の「
碧
海
そ
だ
ち
」が

　
　
　
盛
り
だ
く
さ
ん
！

「好き」を
育む取り組み

JAあいち中央農産物ネット販売サイト
「碧海そだち～オンラインショップ～」も5周年!

5周年を迎えました!!

今回は特別に　　　
　　　　

大人気な２種類のジ
ュース

「へきなん美人PR
EMIUM100」と

「キャロット＆フル
ーツ」が

ついてきます！

「碧海そだち～オンラインショップ～」開設5周年を記念して、
「5周年記念ハッピーボックス」を発売します！

碧海そだちオンラインショップ

※注文受付はオンラインショップのみです。
　電話やＦＡＸでの注文はできません。

で検索！



収
穫
期
は
時
間
の
縛
り
が
あ
る

逆
算
し
て
集
荷
に
間
に
合
う
よ
う
に
作
業
を
始
め
る

「
収
穫
期
は
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
。
Ｊ
Ａ
の
集
荷
時
間
か
ら

逆
算
し
て
作
業
開
始
時
間
を
考
え
る
と
、
早
朝
の
４
時
頃
に
は

始
め
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
。
夜
は
早
く
寝
て
睡
眠
時
間
を
確

保
し
、
５
〜
６
時
間
続
く
収
穫
作
業
に
備
え
て
い
る
」
と
話
す

の
は
、
露
地
、
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ジ
ク
を
栽
培
す
る
安
城
市
三
河

安
城
本
町
の
森
幸
夫
さ
ん
。

　
農
家
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
自
然
と
将
来
は
農
業
を
や
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
安
城
農
林
高
等
学
校
、
愛
知
県
立
農
業
大
学
校
へ

進
学
。
農
大
へ
２
年
通
っ
た
後
、
長
久
手
市
に
あ
る
農
大
の
研

究
部
で
さ
ら
に
２
年
間
、
果
樹
栽
培
に
つ
い
て
研
究
し
、
22
歳

で
就
農
し
た
。
現
在
は
、
基
本
は
１
人
で
、
忙
し
い
日
は
母
親

と
姉
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
同
市
高
棚
町
に
あ
る
約
15
ア
ー
ル

ず
つ
の
露
地
と
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ジ
ク
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
６
月
は
、
ハ
ウ
ス
イ
チ
ジ
ク
の
収
穫
最
盛
期
。
午
前
は
朝
４

時
頃
か
ら
収
穫
作
業
を
行
い
、
11
時
ま
で
に
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央

総
合
セ
ン
タ
ー
内
多
目
的
総
合
集
出
荷
場
に
出
荷
す
る
。
午
後

か
ら
は
、
わ
き
芽
と
り
や
露
地
イ
チ
ジ
ク
の
芽
か
き
、
誘
引
な

ど
の
管
理
作
業
を
18
時
頃
ま
で
行
う
と
い
う
忙
し
い
日
々
を
送

る
。
８
月
上
旬
に
ハ
ウ
ス
イ
チ
ジ
ク
の
出
荷
を
終
え
る
と
同
時

に
露
地
イ
チ
ジ
ク
の
出
荷
が
始
ま
り
、
11
月
上
旬
ま
で
収
穫
が

続
く
。

「
毎
年
、
生
育
・
実
り
・
色
付
き
、
ど
れ
を
見
て
も
最
高
で
、

『
こ
れ
だ
！
』
と
思
え
る
理
想
の
枝
が
１
本
あ
る
。
そ
の
枝
を

２
本
、
３
本
と
増
や
し
、
最
終
的
に
は
全
て
の
枝
を
そ
の
理
想

の
枝
へ
と
育
て
る
こ
と
が
目
標
」
と
話
す
。

生
産
資
材
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
価
格
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、

経
費
削
減
が
肝
心

「
近
年
、
生
産
資
材
や
電
気
代
が
高
く
な
り
、
農
業
経
営
に
か

か
る
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
限
り
経
費
を

削
減
し
よ
う
と
心
が
け
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
電
気
代
。
ハ
ウ

ス
の
換
気
を
、
機
械
で
温
度
を
検
知
し
て
自
動
で
行
う
の
で
は

な
く
、
気
温
や
風
の
強
さ
、
ハ
ウ
ス
に
入
っ
た
と
き
の
熱
の
こ

も
り
具
合
を
こ
ま
め
に
確
認
し
、
天
窓
の
開
け
閉
め
を
手
動
で

行
っ
て
い
る
」
と
話
す
森
さ
ん
。

　
森
さ
ん
が
所
属
す
る
同
Ｊ
Ａ
い
ち
じ
く
部
会
は
、
部
会
員
１

２
１
人
が
約
20
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
イ
チ
ジ
ク
を
栽
培
し
て
い

る
。
４
月
上
旬
か
ら
８
月
上
旬
は
ハ
ウ
ス
イ
チ
ジ
ク
を
、
７
月

下
旬
か
ら
11
月
上
旬
は
露
地
イ
チ
ジ
ク
を
出
荷
し
て
お
り
、
年

間
2
8
2
ト
ン
（
2
0
2
5
年
度
実
績
）
を
出
荷
す
る
。

　
森
さ
ん
は
「
イ
チ
ジ
ク
は
生
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

が
、
ジ
ャ
ム
に
加
工
し
て
、
無
糖
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
か
け
て

食
べ
る
の
も
お
す
す
め
。
砂
糖
を
使
わ
ず
に
煮
込
み
、
イ
チ

ジ
ク
本
来
の
甘
さ
を
感
じ
な
が
ら
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
Ｐ

Ｒ
し
た
。

■
生
産
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

森
　幸
夫
さ
ん
（
44
歳
）

安
城
市
三
河
安
城
本
町

日
々
の
作
業
で
体
が
凝
る
こ
と
が
多
い
。
休
憩
時
間
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
で

体
を
ほ
ぐ
し
、
ぎ
っ
く
り
腰
な
ど
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

森

　幸
夫
さ
ん

「
こ
れ
だ
！
」と
思
え
る
理
想
の
枝
を

　
　
　
　
　
　
　増
や
し
て
い
き
た
い

作物紹介─イチジク─
ＪＡあいち中央管内は、県内一のイチジク
生産量を誇る。４月上旬から８月上旬はハ
ウスイチジクを、７月下旬から11月上旬
は露地イチジクを出荷している。
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粗
飼
料
中
心
で

牛
を
育
て
る
と
い
う
こ
と

　
先
月
号
で
お
届
け
し
た
４
頭
の
土
佐
あ
か

う
し
、
す
べ
て
シ
ェ
フ
達
が
オ
ー
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。
多
く
は
１
頭
の
牛
を
共
同
で
部

分
的
に
所
有
す
る
形
で
、
お
店
同
士
で
肉
を

仲
良
く
分
け
合
う
と
い
う
も
の
。
日
本
料
理

や
イ
タ
リ
ア
料
理
、
ビ
ス
ト
ロ
な
ど
の
業
態

に
よ
っ
て
必
要
な
肉
は
違
う
の
で
、
い
ろ
ん

な
店
が
融
通
し
合
う
の
が
理
想
的
で
す
。

　
檮
原
町
で
あ
か
う
し
を
育
て
る
津
野
山
畜

産
公
社
も
、
こ
の
オ
ー
ナ
ー
牛
の
た
め
に
特

別
な
育
て
方
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
通
常
で

は
肥
育
牛
は
放
牧
せ
ず
に
最
初
か
ら
牛
舎
で

育
て
る
の
で
す
が
、
オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は

「
放
牧
し
た
牛
が
い
い
！
」
と
の
こ
と
な
の

で
、
10
ヶ
月
程
度
は
雄
大
な
四
国
カ
ル
ス
ト

の
峰
で
放
牧
し
て
育
て
ま
す
。
放
牧
中
に
オ

ー
ナ
ー
牛
に
会
い
に
行
く
と
、
転
々
と
黒
毛

和
牛
の
母
牛
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
中
に
、
４

頭
だ
け
明
る
い
褐
色
の
あ
か
う
し
達
が
い
ま

し
た
。
牛
の
こ
と
を
ご
存
じ
の
方
な
ら
写
真

を
観
て
「
肥
育
牛
に
し
て
は
痩
せ
て
い
る
な

あ
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は

い
つ
も
運
動
を
し
て
い
る
か
ら
。
あ
ま
り
お

肉
が
と
れ
な
い
か
も
な
あ
、
と
不
安
に
な
り

ま
す
が
、
山
頂
の
澄
み
切
っ
た
空
気
の
中
、

伸
び
伸
び
と
放
牧
を
楽
し
む
牛
達
を
観
て
、

「
や
っ
ぱ
り
こ
れ
で
よ
か
っ
た
」
と
思
う
の

で
す
。

　
冬
に
な
り
、
草
が
枯
れ
る
と
山
か
ら
下
ろ

し
て
、
牛
舎
で
肥
育
段
階
を
迎
え
ま
す
。
こ

こ
か
ら
先
、
普
通
の
牛
は
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
が
主
体
と
な
っ
た
配
合
飼
料
で
育
つ
の
で

す
が
、
オ
ー
ナ
ー
牛
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
配
合
飼
料
率
を
20
％
以
下
に
抑
え
て
、

乾
草
や
粗
飼
料
を
主
体
に
食
べ
さ
せ
ま
す
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
高
知
県
で
は
粗

飼
料
が
手
に
入
り
に
く
い
こ
と
。
高
知
県
は

山
間
部
が
84
％
で
、
耕
作
可
能
地
で
は
野
菜

や
稲
を
育
て
る
方
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
粗

飼
料
の
生
産
は
後
回
し
に
な
る
の
で
す
。
そ

こ
で
、
鹿
児
島
県
で
肉
牛
農
家
向
け
に
餌
用

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
育
て
、
そ
の
穂
や
茎
、
葉

を
細
か
く
裁
断
し
て
発
酵
さ
せ
た
飼
料
（
サ

イ
レ
ー
ジ
）
を
販
売
す
る
農
業
法
人
に
お
願

い
し
て
、
陸
路
を
運
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

土
佐
あ
か
う
し
は
赤
身
や
脂
の
お
い
し
さ
に

定
評
が
あ
り
ま
す
が
、
配
合
飼
料
で
育
っ
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
国
産
飼
料
を
主
体
に

し
た
も
の
は
あ
ま
り
生
産
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
か
っ
た
の
で

す
。オ

ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
達
が
料
理
し

味
わ
っ
た
土
佐
あ
か
う
し
料
理

　
そ
こ
か
ら
数
回
、
高
知
を
訪
れ
て
牛
の
成

長
を
見
守
り
ま
し
た
が
…
や
っ
ぱ
り
、
太
ら

な
い
！

「
や
ま
け
ん
さ
ん
、
放
牧
さ
せ
た
こ
と
と
、

配
合
飼
料
率
が
低
い
こ
と
か
ら
か
、
大
き
く

な
り
ま
せ
ん
ね
…
見
た
目
が
肥
育
牛
で
は
な

く
、
ま
る
で
繁
殖
牛
（
子
を
産
ま
せ
る
牛
、

太
っ
て
い
な
い
）
の
よ
う
で
す
」
と
現
場
の

担
当
者
が
頭
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
設
計
を
工
夫
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
肥
育

後
期
に
よ
う
や
く
肉
牛
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
普
通
の
土
佐
あ
か
う
し
は
25
か
ら
28

ヶ
月
齢
で
出
荷
と
な
り
ま
す
が
、
放
牧
さ
せ
、

粗
飼
料
中
心
で
育
て
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

30
ヶ
月
以
上
か
け
て
育
て
た
こ
と
も
よ
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
間
、
オ
ー
ナ
ー
と
な

っ
た
シ
ェ
フ
達
も
牛
舎
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
中
に
は
、
店
中
の
ス
タ
ッ
フ
を
連
れ
て

牛
に
会
い
に
来
て
く
れ
た
オ
ー
ナ
ー
も
。
皆

の
思
い
を
受
け
止
め
た
の
か
、
４
頭
の
あ
か

う
し
達
は
充
実
し
た
肥
育
後
期
を
送
り
ま
し

た
。

　
さ
あ
、
そ
し
て
出
荷
で
す
。
高
知
市
の
食

肉
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
ミ
ー
ト
プ
ロ
こ
う
ち
で

と
畜
さ
れ
た
あ
か
う
し
の
枝
肉
は
、
土
佐
あ

か
う
し
を
主
体
に
販
売
す
る
地
元
の
精
肉

店
・
三
谷
ミ
ー
ト
に
運
ば
れ
、
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
達
の
要
望
に
従
っ
て
各
部
位
に
分
割
さ

れ
、
適
度
に
寝
か
せ
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

枝
肉
の
平
均
重
量
は
３
７
６
㎏
、
肉
質
等
級

は
2.3
。
つ
ま
り
、
Ａ
５
を
最
上
級
と
す
る
格

付
で
は
Ｂ
２
の
お
肉
と
い
う
こ
と
で
す
。
で

も
ね
、
こ
の
格
付
は
味
わ
い
を
評
価
す
る
も

の
で
は
な
く
、
肉
の
歩
留
ま
り
と
霜
降
り
度

合
い
の
基
準
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ー
ナ

ー
シ
ェ
フ
の
各
店
で
は
絶
賛
の
嵐
で
し
た
。

　
会
員
制
ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ナ
ス
キ

ロ
」
の
高
山
シ
ェ
フ
は
「
な
つ
ち
よ
」
の
お

肉
を
全
部
位
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
し
て
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
も
う
ね
、
お
肉
全
体
が

う
ま
味
調
味
料
で
で
き
て

い
る
よ
う
な
お
い
し
さ
で

し
た
よ
！
」
と
絶
妙
な
加

減
で
焼
か
れ
た
そ
の
お
肉

の
う
ま
味
の
強
さ
た
る
や
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。

　
フ
レ
ン
チ
の
星
付
き
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ロ
ー
ブ
」
で

は
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、

オ
ー
ナ
ー
牛
で
あ
る
「
な
な
こ
」
に
会
い
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
フ
レ
ン
チ
の
技
法
で
焼

か
れ
た
肉
の
旨
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
内
臓

肉
の
煮
込
み
は
、
臭
み
な
ど
一
切
無
く
、
絶

妙
な
食
感
と
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
お
い
し
さ
。

そ
し
て
、
京
都
の
料
亭
「

ひ
ょ
う
て
い 
瓢 
亭
」
と
わ
た

し
が
共
同
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
「
か
ず
な
」

の
お
肉
、
瓢
亭
さ
ん
の
す
き
焼
き
風
煮
や
バ

ラ
肉
の
角
煮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
で
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
絶
叫
す
る
ほ
ど
お
い
し

い
も
の
で
し
た
。

　
今
年
は
東
南
ア
ジ
ア
の
タ
イ
で
、
こ
の
土

佐
あ
か
う
し
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
予
定

で
す
。
そ
の
時
は
ぜ
ひ
レ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
ね
。
土
佐
あ
か
う
し
の
お
肉
を

み
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

第
111
回

シ
ェ
フ
が
土
佐
あ
か
う
し
の

　
　
共
同
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
と
、

　
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
か
？

（
後
編
）

ゆ
す
は
ら

山本謙治（やまもとけんじ）
農畜産物流通コンサルタント＆
　　　　農と食のジャーナリスト

農業・畜産分野での商品開発
やマーケティングに携わる傍
ら、日本全国の佳い食を伝え
る活動をしている。

（上右）四国カルストの放牧地で牧草を味わうオー
ナー牛たち。運動しているので引き締まっていま
す。（上左）ナスキロにて、黒毛和牛肉の中にある
色が一番濃くて小さいのが私のかずな号のお肉。
（下）ナスキロ高山シェフがなつちよ号と対面。

（上左）ローブ：なんといっても素晴ら
しかったのが、ななこの内臓肉のフラ
ンス風煮込み。ワインが進みます！
（上右）瓢亭：和のあかうし料理のおいしさは格別！すき焼きから
煮込み、ステーキまで味わい尽くしました。（下）ナスキロ：この
お肉はわたしのかずな号のお肉。最高のうま味でした！ 1011
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農
薬
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

○
農
薬
ラ
ベ
ル
の
確
認

　
使
い
慣
れ
て
い
る
農
薬
で
も
、
使

用
す
る
際
に
は
毎
回
ラ
ベ
ル
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
使
用
前
に
適

用
作
物
、
総
使
用
回
数
、
使
用
量
又

は
希
釈
倍
数
、
使
用
時
期
な
ど
登
録

の
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
登
録

の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
る
際

に
は
、
「
農
薬
登
録
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
」
が
便
利
で
す
。

○
使
用
状
況
の
記
帳

　
農
薬
使
用
状
況
を
把
握
・
確
認
す

る
た
め
使
用
記
録
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

使
用
記
録
以
外
に
、
保
管
状
況
、
空

き
容
器
の
処
理
状
況
な
ど
も
作
業
日

誌
に
記
録
し
ま
し
ょ
う
。

飛
散
防
止
に
つ
い
て

○
周
囲
の
方
へ
の
配
慮

　
農
薬
散
布
の
際
に
は
、
風
の
弱
い

時
間
帯
に
行
う
こ
と
や
飛
散
の
少
な

い
剤
型
（
粒
剤
等
）
を
選
ぶ
よ
う
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
散
布
装
置
を
使
用

す
る
際
に
は
、
取
扱
説
明
書
を
よ
く

確
認
し
、
正
し
く
使
い
ま
し

ょ
う
。

　
散
布
中
や
散
布
後
に
散
布

区
域
内
へ
関
係
者
以
外
の
人

が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
立
て

看
板
な
ど
で
周
知
し
ま
し
ょ
う
。

○
環
境
へ
の
配
慮

　
土
壌
く
ん
蒸
剤
な
ど
、
ガ
ス
化
す

る
農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、
確
実

に
ビ
ニ
ル
被
覆
を
行
い
、
安
全
確
保

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
・
被
害
を
未
然
に

　
　
　
　
　防
ぐ
た
め
に
は

○
容
器
の
移
し
替
え
は
厳
禁

　
農
薬
に
よ
る
事
故
原
因
と
し
て
多

い
の
が
、
保
管
管
理
の
不
良
に
よ
る
、

誤
飲
・
誤
食
で
す
。
余
っ
た
農
薬
や

希
釈
溶
液
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ガ
ラ

ス
瓶
な
ど
の
飲
食
品
の
空
き
容
器
に

移
し
替
え
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

○
農
薬
の
保
管
と
廃
棄

　
保
管
は
、
「
毒
物
」
、
「
劇
物
」

と
そ
れ
以
外
を
区
別
し
、
鍵
の
か
か

る
保
管
庫
に
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
使

用
後
の
容
器
は
、
必
ず
3
回
以
上
洗

い
、
空
容
器
及
び
不
用
農
薬
の
処
分

は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
委
託

す
る
な
ど
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
防
護
装
備
の
着
用

　
農
薬
の
調
製
、
散
布
を
行
う
と
き

は
、
防
除
衣
、
マ
ス
ク
、
手
袋
、
メ

ガ
ネ
を
着
用
し
ま
す
。
作
業
者
自
身

の
農
薬
被
爆
に
注
意
し
、
体
調
の
す

ぐ
れ
な
い
時
や
疲
れ
て
い
る
時
は
作

業
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・使用年月日

・使用場所

・使用農作物名

・農薬の種類
　又は名称

・使用量、希釈倍数

家
族
経
営
協
定
と
は

　
家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
に
携

わ
る
家
族
全
員
が
、
経
営
の
方
針
や

目
標
、
役
割
分
担
や
就
業
条
件
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
取
り
決
め
る

も
の
で
す
。

　
令
和
７
年
度
末
現
在
、
全
国
で
は

約
６
万
戸
、
愛
知
県
で
は
約
２
千
戸
、

西
三
河
農
林
水
産
事
務
所
管
内
で
は

3
0
1
戸
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。

締
結
の
メ
リ
ッ
ト

　
家
族
全
員
が
や
り
が
い
を

持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
後
継
者
の
就
農
・
結
婚
」
や
「
経

営
移
譲
」
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

の
変
化
に
対
す
る
準
備
に
も
な
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
制
度
上
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

①
認
定
農
業
者
の
共
同
申
請

実
質
的
に
共
同
経
営
を
行
っ
て
い

る
場
合
、
夫
婦
な
ど
に
よ
る
認
定

農
業
者
の
共
同
申
請
が
で
き
ま
す
。

②
農
業
者
年
金
の
国
庫
助
成

青
色
申
告
を
し
て
い
る
認
定
農
業

者
の
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
国
庫
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

は
じ
め
の
一
歩
は

　
　「
家
族
内
の
話
し
合
い
」

　
家
族
経
営
協
定
書
は
、
ひ
な
形
を

参
考
に
「
労
働
時
間
・
休
日
」
や

「
農
業
経
営
の
方
針
決
定
」、「
家
族

の
役
割
分
担
」、「
労
働
報
酬
」
な
ど

を
家
族
で
話
し
合
い
ま
す
。

　
家
族
の
年
齢
や
性
別
、
立
場
に
よ

っ
て
関
心
事
が
異
な
り
、
物
事
の
受

け
止
め
方
も
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
話
し
合
い
を
通
じ
て
お

互
い
に
理
解
し
あ
う
こ
と
が
大
切
で

す
。締

結
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

　
思
い
立
っ
た
そ
の
時
が
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
す
で
に
役
割
や
報
酬
が
決
ま

っ
て
い
る
場
合
で
も
改
め
て
経
営
に

つ
い
て
話
し
合
う
良
い
機
会
に
な
り

ま
す
。
特
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

変
化
に
あ
わ
せ
て
締
結
す
る
と
効
果

的
で
す
。

　
締
結
農
家
の
中
に
は
、
家
族
経
営

協
定
書
を
も
と
に
定
期
的
な
話
し
合

い
と
見
直
し
を
行
い
、
経
営
に
上
手

に
活
か
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　
農
業
改
良
普
及
課
は
、
市
や
農
業

委
員
会
と
連
携
し
て
、
農
業
経
営
発

展
の
手
段
と
し
て
家
族
経
営
協
定
の

締
結
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A g r i c u l t u r e

農薬登録情報
提供システム
はこちら

表　農薬使用記録の項目

西
三
河
農
林
水
産
事
務
所

農
業
改
良
普
及
課

山
口
千
明

西
三
河
農
林
水
産
事
務
所

農
業
改
良
普
及
課

三
宅
航
暉

1213

〈対象者〉概ね49歳までの農業に従事している、もしくは将来従事する予定の女性
〈申し込み・問い合わせ先〉愛知県西三河農林水産事務所農業改良普及課（山口、川野）

〒446-0066 安城市池浦町境目１　TEL：0566-76-2400

第２回第１回
６月23日（火）10:00～12:00 11月17日（火）10:00～12:00日時

㈱伊藤農園（幸田町）農業改良普及課（安城市）場所
先進農家視察（つまもの）
経営改善の取組について

帳簿の目的と使い方・質問コーナー
講師：税理士 渡邊利明氏

内容

無料無料参加費

農業改良普及課からのお知らせ
令和８年度「西三河女性講座」開催計画

お気軽にご参加
ください！



料
理
研
究
家
・
栄
養
士

小

瀧

由

美

子
先
生

YouTube
で公開中！

い
た
だ
き
ま
す

旬
を
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●材料は４人分・表示kcalは１人当りのエネルギー

ナス・ズッキーニ・新じゃがいもの
ミルフィーユグラタン

　新ジャガイモ 200ｇ
　水 大さじ２
　塩 少々

　ナス １本
　オリーブオイル
 大さじ２
　塩 少々
　ズッキーニ １本
　オリーブオイル
 大さじ½

水溶き米粉
米粉 大さじ２
水 大さじ２

溶けるチーズ 80ｇ
パン粉（ドライ） 10ｇ
オリーブオイル 少々
パセリ（微塵） 少々

●ミートソース
完熟トマト １個
ニンニク（微塵） １片
タマネギ 100ｇ
オリーブオイル
 大さじ１
合い挽き肉 100ｇ
塩 少々
コンソメの素 １個
水 100㏄
　トマトケチャップ
 大さじ２
　ウスターソース
 大さじ１
　しょうゆ 小さじ１
　ナツメグ 小さじ½
　パプリカパウダー
 小さじ½
　胡椒 少々

250.3kcalRecipe Cooking

❶新ジャガイモ、ナス、ズッキ
ーニは、皮つきのまま１㎝の
輪切りにする。
❷新ジャガイモは耐熱容器に平
らに並べ、水を加えて電子レ
ンジ（500Ｗ）で７分加熱する。
加熱後、ざるにあげ、塩を振
る。
❸ナス、オリーブオイルをナイ
ロン袋に入れて混ぜる。混ざ
ったら袋から取り出し、塩を
振り、フライパンで両面に焼
き目が付くまで焼く。

Point ▼ ナイロン袋を使って混
ぜ合わせると、ナスに
しっかりとオリーブオ
イルが絡みます。
Photo01：参照

❹フライパンにオリーブオイル
を引き、ズッキーニを両面に
焼き目が付くまで焼く。

●ミートソース
❺完熟トマトは１㎝角に切り、ニ
ンニクとタマネギは皮をむき、
芯をとってみじん切りにする。
❻フライパンにオリーブオイルと
⑤のニンニクを入れ、弱火にか
ける。香りが出たら、合い挽き
肉を入れ、色が変わってきたら
塩を振り、⑤の完熟トマト、タ
マネギを入れる。
❼⑥にコンソメの素、水を入れ、
Ⓐを加えて中弱火で10分ほど煮
る。
❽⑦に水溶き米粉を２、３回に分
けて加えていき、トロミがつい
て沸騰したら火を切る。
❾耐熱容器に③のナス、④のズッ
キーニを平らに並べ、ミートソ
ースと溶けるチーズを半量入れ
る。その上に②の新ジャガイモ
を並べ、残りのミートソースと
溶けるチーズを入れる。パン粉
を振ったら、予熱しておいた
230度のオーブンで８分焼く。
10オーブンから取り出し、オリー
ブオイルとパセリをかける。

新ジャガイモは水を加えて加熱すると、ふっくら柔らかくなります。

ナス、ズッキーニは焼くことで、香ばしさや旨味を味わえます。

ナツメグは挽肉の嗅いを消し、甘くスパイシーに。パプリカパウダーは鮮やかな赤色で、

風味に深みとコクを出してくれます。

Photo01

産直店舗では旬の「碧海そだち」を使った簡単手料理の試食も行っています。ぜひお立ち寄りいただき、旬の野菜本来の味をお楽しみください。

スパイス・トウモロコシ

トウモロコシ ２本
サラダ油 大さじ２
　コンソメ顆粒 小さじ２
　胡椒 少々
　ターメリック 小さじ１
　オレガノ 小さじ１
　チリパウダー 小さじ１

粉チーズ 少々
パプリカパウダー 少々
チャービル 少々

156.8kcalRecipe Cooking

❶トウモロコシは皮つきのまま絹糸の部
分から水を含ませて実を濡らし、耐熱
容器に入れて電子レンジ（500Ｗ）で６
分加熱する。

Point ▼ 外側の皮をむき、水に濡らして加
熱することで味が濃縮します。　
　　　　　　　　　Photo02：参照

❷粗熱が取れたら皮とヒゲを取り、縦・
横に２等分する。
❸フライパンにサラダ油を引き、②を焼
き色が付くまで焼く。

❹ボウルにⒷを入れ、③を加えて味付け
する。その後、器に盛り、粉チーズ、
パプリカパウダー、チャービルを振る。

トウモロコシの甘さにスパイスが加わることで、

食事の添えにもお酒のつまみにもなります。

Photo02

B

Ａ

碧海そだち

今月の

【新ジャガイモ】
ミネラル、ジンゲロールを含み

ます。皮が薄く、ねっとりとし

た食感のため、ジャーマンポテ

トやコロッケにオススメです。

【トウモロコシ】
糖質が主成分で、食物繊維、ビタミン

Ｂ１、Ｂ２を含みます。炊き込みご飯や、

スープなどにも使えます。

【ズッキーニ】
カリウム、ビタミンＣ、β

カロテンを含みます。焼き

浸しはもちろん、スライス

してツナサラダにすると、

食感が楽しめる一品に。
【ナス】
食物繊維、ナスニンと

いうポリフェノールを

含みます。揚げ浸しや

麻婆ナスにしてもいい

ですね。



年
金
友
の
会

︻
年
金
友
の
会
賞
︼

︻
年
金
友
の
会
賞
︼

短
歌
・
俳
句

住所・氏名・電話番号・最寄りの支店名を明記のうえ、以下の宛先・Ｅメールアドレ
スまでご応募ください。締め切りは毎月20日、応募数はお一人３首、５句までとさせ
ていただきます。採用させていただいた方には、ふれあい商品券を進呈します。

「年金友の会　短歌・俳句」では、
ＪＡあいち中央年金友の会会員からの
短歌・俳句の投稿をお待ちしております。
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いつも
　　　　ありがとう

お便り

絵
手
紙

渥
美
文
雄
さ
ん

安
城
市
上
条
町

評

│明
る
く
明
快
な
生
き
生
き
と
し
た
心
の
弾
み
が
感
じ

ら
れ
る
作
。

イ
メ
ー
ジ
の
鮮
明
さ
作
者
の
身
体
感
覚
で
捉
え
ら
れ

た
初
句
「
早
春
の
空
響
か
せ
る
」
と
明
る
く
澄
ん
だ

空
に
「
木
槌
の
音
」
が
響
い
て
く
る
と
、
鮮
や
か
な

タ
ッ
チ
で
切
り
と
り
、
臨
場
感
が
伝
わ
る
。
ふ
と
耳

に
し
た
木
槌
の
音
に
よ
っ
て
作
者
の
心
に
、
「
あ
あ

隣
組
が
増
え
る
」
と
、
場
面
と
心
理
が
重
な
っ
た
。

聴
覚
と
視
覚
を
う
ま
く
一
首
に
詠
ん
だ
。

評

│ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
場
の
ゴ
ー
ル
で
春
苺
を
売
っ
て
い

る
。
「
売
り
し
」
を
私
は
「
買
い
し
」
と
解
釈
し
て

鑑
賞
し
た
。
各
地
の
農
協
の
出
張
所
で
は
近
く
の
農

家
の
人
が
寄
り
集
ま
っ
て
、
朝
採
り
し
た
野
菜
物
や

果
物
を
も
っ
て
、
朝
市
が
定
期
に
開
か
れ
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ゴ
ー
ル
に
今
日
は
採
れ
た
て
の
赤

い
苺
が
、
歩
き
疲
れ
た
体
に
生
気
が
よ
み
が
え
る
よ

う
な
思
い
で
、
つ
い
つ
い
手
が
出
て
し
ま
う
。
家
で

待
っ
て
い
る
家
族
の
笑
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
ん

な
楽
し
い
気
持
ち
で
こ
の
俳
句
を
い
た
だ
い
た
。

︻
佳
作
︼

柿
青
葉
そ
ま
り
し
曽
孫
の
笑
顔
か
な
 鈴
木
美
和
子（
高
浜
市
）

桜
餅
華
や
ぐ
心
も
添
え
て
出
す
 

杉
浦
　
秀
子（
碧
南
市
）

去
り
が
た
き
鶯
の
鳴
く
父
母
の
墓
 
柏
崎
　
良
美（
刈
谷
市
）

花
盛
り
昼
食
粥
の
桜
色
 

岡
田
　
甲
子（
安
城
市
）

添
え
文
の
湿
り
と
届
く
春
キ
ャ
ベ
ツ
 石
川
美
智
子（
安
城
市
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ゴ
ー
ル
で
売
り
し
春
苺

 

杉
浦
　
雅
光（
安
城
市
）

「
沃
野
」
同
人

遠

山

敬

子

選

【選者】

中
部
日
本
俳
句
作
家
会
会
員「
海
原
」同
人

井

上

俊

一

選

【選者】

早
春
の
空
響
か
せ
る
木
槌
の
音

　
　
　
　
　
　
　
隣
組
増
に
心
待
ち
の
我

築
山
惠
美
子（
安
城
市
）

︻
佳
作
︼

草
と
り
も
ス
イ
セ
ン
た
ち
が
わ
ら
っ
て
る

　
　
　
　
　
　足
腰
さ
す
り
今
日
こ
れ
ま
で
と

　
石
橋
　
幸
子（
碧
南
市
）

メ
ジ
ロ

花
桃
は
満
開
に
咲
き
誇
り
、

メ
ジ
ロ
は
蜜
を
求
め
飛
び
ま

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

撮
影
場
所

　刈
谷
市
井
ヶ
谷
町
洲
原
公
園

神
谷
昭
生
さ
ん

刈
谷
市
東
境
町

「みんなのひろば」では、みなさんからの笑える話、写真、
絵手紙、短歌、俳句などの投稿を募集しています。住所・
氏名・電話番号・最寄りの支店名を明記のうえ、以下宛先
までご応募ください。締め切りは毎月20日です。作品を採
用させていただいた方には、ふれあい商品券を進呈します。
応募作品は返却いたしませんのでご了承ください。なお、
写真応募は郵送の場合、写真のサイズはＬ～２Ｌサイズま
で。Ｅメールの場合、データ容量は２ＭＢ以下を目安とし
ます。写真応募の際は、①タイトル②コメント③撮影日④
撮影場所（なるべく詳しく）を記入してください。
■宛先　〒446-8601
　　　　ＪＡあいち中央 総合企画部企画課広報室
■Eメールでも受け付けています。
　Ｅメールアドレス：info@jaac.or.jp

ルポ活動

みのりの会　会員紹介

みのりの会　会員の声

イキイキ

「みのりの会」
会員募集中！

ふれあい広場（ミニデイサービス）を中心としたボランティア活動をしています。
私たち、みのりの会会員は作品作りのお手伝いや、レクリエーションなどで
利用者の方に楽しく快適に過ごしていただくために頑張っています。

■開 催 日：令和８年３月４日（水）
■開催場所：安城東支店調理室
■参加者数：８人
安城東支店がやがやワクワク会は、「碧海そだち」
のホウレンソウとイチゴを使いスポンジロールケ
ーキ作りに挑戦しました。
やさしい緑色と鮮やかな赤色が美しく、彩り豊か
でカフェで味わうような華やかな仕上がりとなり
ました。
野菜が苦手な方でも食べやすく、家でも作ってみ
たくなるような一品となり、地元の恵をスイーツ
で味わいながら楽しい時間を過ごしました。

イキイキレディース

出来上がったスポンジロールケーキ

デコレーションする参加者

ほうれん草の
スポンジロールケーキ

碧南地区

杉浦一子さん

Q. 参加しようと思ったきっかけは何ですか？
A. 会員の方からお誘いを受け、参加することにしました。
Q. 活動に参加して、楽しかったこと、魅力を教えてください。
A. 会員と利用者で和気あいあいとレクリエーションをすること
が楽しいです。また、知り合いが増えて元気になれました。

Q. 心がけていることは？
A. なるべくたくさんボランティア活動に参加し、皆さんと仲良
くなれるように心がけています。

碧南中支店では年２回ふれあい広場を開いています。
皆さまのご参加をお待ちしています。

※エコキャップは各支店で回収しています。

4月エコキャップ回収結果
ご協力ありがとうございます。回収個数

61,920個
ワクチン
72人分

エコキャップ
回収運動



i n f o r m a t i o n お・知・ら・せ
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安
城
更
生
病
院
だ
よ
り

認
知
症
と
は
？

　
様
々
な
病
気
に
よ
り
脳
の
神
経
細
胞
の
働

き
が
徐
々
に
変
化
し
、
認
知
機
能
（
判
断
力

・
見
当
識
な
ど
）
が
低
下
し
て
社
会
生
活
に

支
障
を
き
た
し
た
状
態
で
す
。
認
知
症
に
も

種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
は
異
な
り
ま

す
が
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
ま
し
ょ
う

①
「
さ
っ
き
の
出
来
事
が
思
い
出
せ
な
い
。

こ
こ
は
ど
こ
？
」
な
ど
の
不
安
や
恐
怖
。

②
時
間
や
場
所
、
人
の
認
識
が
あ
い
ま
い
に

な
る
こ
と
で
頭
の
中
が
整
理
で
き
ず
混
乱

す
る
。

③
失
敗
や
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
る
こ
と

に
よ
る
、
自
尊
心
の
損
失
。

④
周
り
と
同
じ
よ
う
に
で
き
な
い
こ
と
か
ら

の
孤
独
感
。

⑤
不
安
や
混
乱
か
ら
の
強
い
怒
り
。

 

接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

①
否
定
を
せ
ず
に
受
け
止
め
、
肯
定
す
る
。

▼
「
そ
う
な
ん
で
す
ね
」
「
教
え
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」

認
知
症
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

山

田

康

祐

介
護
老
人
保
健
施
設

　あ
お
み

介
護
福
祉
士

②
ゆ
っ
く
り
、
短
く
、
簡
潔
に
会
話
を
行
う
。

▼
短
い
言
葉
で
話
す
。
質
問
は
１
つ
ず
つ

③
表
情
や
声
の
ト
ー
ン
を
大
切
に
。

▼
目
線
を
合
わ
せ
る
。
笑
顔
。
優
し
い
声

で

④
で
き
て
い
る
、
で
き
た
こ
と
に
目
を
向
け

る
。

▼
で
き
た
こ
と
は
褒
め
る
。
で
き
る
こ
と

を
提
供
す
る

⑤
精
神
的
・
物
理
的
に
寄
り
添
う
。

▼
言
葉
の
内
容
よ
り
感
情
を
優
先
す
る
。

隣
に
寄
り
添
う
。
体
を
さ
す
る
。
手
を

握
る
。

⑥
環
境
を
整
え
、
安
全
面
を
保
つ
。

▼
静
か
な
環
境
。
必
要
な
も
の
、
愛
着
の

あ
る
も
の
を
置
く
。

お
わ
り
に

　
認
知
症
の
方
は
常
に
不
安
や
心
配
、
恐
怖

の
中
に
い
ま
す
。
介
助
者
側
も
心
を
落
ち
着

か
せ
て
、
認
知
症
の
方
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
把
握
し
、
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
良

い
ケ
ア
に
繋
が
り
ま
す
。

自
転
車
も
　守
ろ
う
　交
通
ル
ー
ル
！

警
察
署
だ
よ
り

刈谷警察署
交通課長

有田規宏

愛 知 県 刈 谷 警 察 署 か ら の お 知 ら せ

　
初
め
ま
し
て
、
こ
の
春
に
刈
谷
警
察
署

交
通
課
長
に
着
任
し
ま
し
た
有
田
で
す
。

　
自
転
車
の
交
通
違
反
に
交
通
反
則
通
告

制
度
（
い
わ
ゆ
る
青
切
符
）
が
適
用
さ
れ

て
２
カ
月
が
経
過
し
、
警
察
は
、
違
反
者

に
対
す
る
指
導
警
告
の
ほ
か
、
悪
質
・
危

険
な
一
時
不
停
止
、
信
号
無
視
、
な
が
ら

ス
マ
ホ
な
ど
の
違
反
者
を
検
挙
し
て
い
ま

す
。

　
自
転
車
は
身
近
で
手
軽
に
乗
れ
る
乗
り

物
で
す
が
、
危
険
な
運
転
は
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
転
車
利
用
者
も
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
一
時
停
止
場
所
で
は

　
　「
自
転
車
も
必
ず
止
ま
る
」

　
昨
年
は
、
自
転
車
の
一
時
不
停
止
が
原

因
と
な
っ
た
人
身
交
通
事
故
が
、
過
去
10

年
間
で
最
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
一
時
停
止
の
標
識
の
あ
る
場
所
で
は
自

転
車
も
必
ず
停
止
線
の
直
前
で
止
ま
り
、

左
右
の
安
全
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
傘
差
し
運
転
の
禁
止

　
６
月
は
梅
雨
の
時
期
、
雨
の
日
が
多
く

な
り
ま
す
。

　
自
転
車
の
傘
差
し
運
転
は
、
ハ
ン
ド
ル

操
作
が
不
安
定
に
な
り
、
視
界
も
遮
ら
れ

て
大
変
危
険
で
す
。
雨
衣
を
活
用
し
ま
し

ょ
う
。

■
「
な
が
ら
運
転
」
の
禁
止

〇
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
運
転

　
画
面
や
通
話
に
意
識
が
集
中
し
て
周
囲

へ
の
注
意
が
散
漫
に
な
り
、
車
両
や
歩
行

者
に
気
が
付
き
ま
せ
ん
。

〇
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
で
音
楽
を

　
　
　
　
　
　
聴
き
な
が
ら
運
転

　
周
り
の
音
が
聞
こ
え
ず
、
車
両
や
歩
行

者
の
接
近
に
気
が
付
き
ま
せ
ん
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と

の
で
き
る
事
故
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

事
故
を
１
件
で
も
な
く
す
た
め
、
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

みなさま、はじめまして。人事異動により今年度からＡＣＴの編集
担当になりました、○梨です。今まで担当していた仕事とはガラリと
変わり、新しく覚えることばかりでドタバタしていますが、新鮮な
毎日を過ごしています。そしてペンネームの○梨は自分の名前から取
ってきました。その梨はもちろん、野菜も果物も大好きっ子です。
みなさまにもっと地元の農産物の魅力を知っていただけるように、
頑張っていきます！どうぞよろしくお願いします。

編 集 後 記編 集 後 記

○の中に文字を当てはめてね！

○に当てはまる文字は何でしょう？
ＪＡあいち中央が食と農の大切さを伝えるために
行っている活動は何でしょう？

○○○○活動

応募方法
①「くみポケ」のイベント予約から応募
手順１：ＬＩＮＥ公式アカウント「ＪＡあいち中央

いい『土』いい『笑顔』」を友だち追加し、
「くみポケ会員証」から「くみポケ」登録
する。

手順２：「イベント予約」から「ACT６月号
PRESENT QUIZ」を選び、必要事項を
入力して応募する。

②ホームページから応募
当ＪＡホームページの「イベント・活動報告」か
らプレゼント＆クイズに進みます。「プレゼント
クイズに応募する」から、必要事項を入力してご
応募ください。右記二次元コードから直接アクセ
スすることもできます。

③ＡＣＴ同封の「みんなのこえ」で応募
ＡＣＴ折り込みの「みんなのこえ」に、クイズの答・住所・氏
名・年齢・職業・電話番号・最寄りの支店名・「ＡＣＴ」を読ん
だ感想を明記のうえ、最寄りの支店へお持ちください。
※当選者の発表は、商品引換券の発送をもってかえさせていただきます。
※商品は下記の引換場所、引換日時での受け渡しとなります。ご了承のうえ、
　ご応募ください。

●引換場所　ＪＡあいち中央本店
（安城市御幸本町501番地1）

●引換日時　2026年７月７日（火）／9:00～16:00

クイズ正解者の中から抽選で10名様に

いちじく部会が栽培する
ハウスイチジク２パック入り１箱
をプレゼント！

●締切 2026年6月25日必着

▶

「くみポケ」の
登録は
こちらから

■先月号の答え　低温蔵出し玄米

※イメージです。

営農企画課からお知らせ

野菜を栽培して、とれたて、新鮮を味わってみませんか！
■森農園　安城市篠目町102
　●１区画：35.4㎡　●年間利用料：7,000円
■赤松楽しみ農園　安城市赤松町北新屋敷227
　●１区画：30㎡　●年間利用料：10,000円
■深谷楽しみ農園　安城市横山町横山188
　●１区画：31.5㎡　●年間利用料：12,000円
■竹本楽しみ農園　知立市牛田町一ノ割90
　●１区画：30㎡　●年間利用料：10,000円
　※「竹本楽しみ農園」では堆肥をご自由にお使いいただけます。
■お申し込み・お問い合わせ
　営農企画部営農企画課農園担当　☎0566-73-4400

JA楽しみ農園利用者の募集

皆さまの声を聞かせてください！

ＪＡあいち中央が行う広報活動に対して、地域の組合員やその家
族の皆さまの声を取り入れるため「広報モニター」を募集します。
よりよい広報活動のために、ぜひご協力をお願いいたします。
■詳細、ご応募につきましては、ＪＡあいち中央のホームページ
をご確認ください。
■お問い合わせ
　総合企画部企画課広報室　☎0566-73-5504

広報モニターを募集します！

梨

2026年度人間ドック日程について
組織生活課からお知らせ

病気の早期発見、生活習慣病予防のためにも、1年に1度は人間
ドックを受診しましょう。
■お申し込み
健診日1カ月前から申し込みを受け付けます。健診会場の支
店もしくは最寄りの支店へお申し込みください。
■お問い合わせ
　組織生活部組織生活課　☎0566-73-4450

 29 月 碧南ひがし支店
 30 火 桜井支店
 11 金 刈谷北部支店
 18 金 刈谷南支店
 16 金 三河安城支店
 22 木 安城東支店
 23 金 新安城支店
 30 金 桜井支店

 16 月 安祥支店
 26 木 高棚支店
 4 金 安城南支店
 8 金 安城南支店
 18 月 高取支店
 27 水 知立支店

6
月

9
月

10
月

1
月

11
月
12
月

健診日 会場 健診日 会場

学校見学会や在校生との座談会などを行います。本校の受験を
お考えの方は、ぜひご参加ください。
詳しくは、本校のホームページをご確認ください。

2026年度 オープンキャンパス
 ・学校説明会のご案内

更生看護専門学校からお知らせ
ホームページ

ホームページ


